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【演題】 「３．11を学びに変える 
       ～小さな命の意味を考える～」 
【講師】 スマートサプライビジョン特別講師 佐藤 敏郎 氏 

地区小中高校ＰＴＡ連絡会が主となり、７月８日に研修会が実施されま

した。テーマは「2011 年３月 11 日の東日本大震災から 10 年。改めて防災

について考えてみませんか？」としました。 

震災当時、宮城県女川町の教員であり、石巻市立大川小学校に通ってい

た次女を津波で亡くされた佐藤先生の講演をオンラインにて配信しました。 

震災直後の大川小学校周辺の様子や、御自身が勤務していた中学校で

の授業の様子など、実体験を交えてお話いただきました。 

今は震災後ではなく、震災の前であること、防災とは「ただいま」を必ず言うこ

と、「平時にタネをまく」ことで未来へとながっていくことなど、大切な命を守るため

に今何をするべきかについて、様々なことを考える時間となりました。 

研修終了後のアンケートも Web から入力していただきました。多くの方に御

参加いただき、ありがとうございました。 

なお、来年度も地区 PTA 指導者研修は年１回の実施予定です。 

 震災から 10年が経ち、自分の生活に日常

が戻ると、災害が起きたことへの意識が薄れ

てしまっていましたが、語ることが教訓にな

るという言葉の通り、改めて、防災について

考える必要性を感じました。 

【
参
加
者
の
感
想
】 

 

 形だけの訓練やマニュアルになってい

ないか？生きる、役に立つ、希望につな

がる訓練、マニュアルをこの夏に作りた

い。「もしも」はいつもの中に…心に留め

ておきたい。 

本事業は、児童生徒が一流の文化芸術団体による優れた舞

台芸術を鑑賞したり、芸術家による講話や実技指導による体験

をしたりすることで、子どもたちの発想力やコミュニケーション能力の

育成を図り、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向

上につなげることを目的とした文化庁の事業です。 

時期や内容の変更をしている学校もありますが、新型コロナウィ

ルス感染症対策を講じて、実施しています。 

次年度の実施を希望する学校は、積極的に御応募ください。 
巡回公演事業（今市小学校） 

フルノーツ with 寺井尚子ジャズ・クインテット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上都賀 ふれあい 検索 
 ←ふれあい学習課HP へ 

上都賀地区の社会教育・ふれあい学習に関する情報は・・ 

 

「菊沢きずなプロジェ 

クト」は、防災意識の

向上と防災に関する

知識や技能をもった

人を育てることを目

的に活動している、

地域住民で組織す 

る団体です。学校およびコミュニティセンターと連携し、市

内の小中学生向けに防災教室を実施しています。 

菊沢西小学校の４年生が、10 月 12 日、プロジェク

トのメンバーとともに、避難所内で使用するテントの設営

や新聞紙スリッパ作り、カセットコンロを使用しての炊飯を

体験しました。 

これらの体験を家庭に持ち帰ることで災害について考

えるきっかけとなり、さらに地域ひいては鹿沼市全体の防

災力の向上にもつながることが期待されます。 

 

地域で取り組む防災教室 in 鹿沼 地域のキーパーソンがつなぐ福祉体験 in日光 

日光市の安良沢地区では、学校と社会福祉協議会（日

光支所）が連携して、福祉体験を通した学びを実施していま

す。それぞれのつなぎ役は、地域活動のキーパーソンである、

教員・地域コーディネーター・社会福祉協議会職員です。 

安良沢小学校では、３者の連携により、「思いやり」を

テーマとして、福祉体験を実施しました。２～３年生は目

の見えない方へのおもてなし体験、４～５年生は視力が

弱く歩行が不安定な方への校内移動のサポート体験をし

ました。障害をもつ方へ、自分の思いを伝えることの大切さ 

や接し方の難しさ、

伝え方の工夫、声か

けの勇気など「相手

に応じた思いやりの

行動」についても深く

考える機会となりまし

た。 

 

【袋にお米を入れて炊飯の準備】 

 

 

【目の見えない方へおもてなし体験】 

 

栃木県では、県内外で活躍され、とちぎの魅力を積極的に発信して

いる著名人の方々を、知事が「未来大使」として委嘱しています。 

この方々が講師となり、中学校時代の経験や、目標達成までの過

程を講話や実演、交流等を通して中学生等に「夢」をもたせ、考えさせ

る機会を提供する「とちぎ未来大使『夢』講座」を実施しています。 

地区内において、ピアニストの大嶋浩美氏には、御自身が小さい頃

に使用していた楽器に実際に触れさせていただき、講話とともに貴重な

体験をすることができました。また、JAXA 理学博士 吉川真氏から

「夢のために今できること」の講話をいただきました。参加した中学生から

は、「夢をかなえるためにどのように努力するのか参考になった。」、「夢に

向かってあきらめずに頑張りたい。」と一人ひとりが様々なことを感じ、考

える貴重な時間となりました。 

吉川 真氏氏（北押原中学校） 大嶋浩美氏（小来川小中学校） 

１ 期日 令和３年 12 月１日(水)～15 日(水) 

２ 方法 オンライン（オンデマンド）型 

（参加申込者への限定動画配信） 

３ 内  容 

「アイヌ イランカラプテ(こんにちは) 

～アイヌの歴史・暮らし・文化を知ろう～」 

《講話》「アイヌ民族とは」 

《インタビューフォーラム》「noto ～家族の教え～」 

《アイヌ民族楽器演奏》 

 日本には様々な民族が暮らしています。今年度は 

アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現に向け 

て開催いたします。オンデマンド配信ですので、個人 

でももちろん、学校の人権講演会や各機関における職 

員研修等、様々な方法で視聴することができます。 

 「視聴したい！！」という方は、 

ふれあい学習課までお問合せく 

ださい。きっともっとアイヌの人々 

について知りたくなりますよ♪ 


